
建築パラメトリックデザインのための対話的動線計画最適化
－ 平面計画、動線計画最適化手法の研究とプラグイン開発 －
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平面計画支援プラグイン

Qalico

・アニーリングによる多目的最適化

・パラメトリックに部屋の設定を変えることによる多様な解

・複雑な問題の短時間での最適化

成果物

特徴

→ゾーニング最適化や通路配置の最適化

→様々な試行錯誤が可能に

→1分から2分で最適化、試行錯誤の時間短縮

Grasshopperで最適化を行うコンポーネント

背景・目的

パラメトリックデザイン・最適化の一般化

平面設計において最適化手法が未発達

量子アニーリング技術の発展

量子アニーリングを用いた
高速、かつ対話的な平面設計を行うソフトウェアの開発

＋

アイコンデザイン：吉成愛美理

配布サイト

https://www.food4rhino.com/en/app/qalico



最適化手法

活用例

ゾーニング最適化 通路配置最適化二次割当問題の応用 シュタイナー木問題の応用

パラメータを変化させながらの平面設計 最適化結果の立体化などのユーザーによる活用
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